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『
郡
齋
讀
書
附
志
」
拾
遺
云
、
夷
竪
志
四
十
八
卷
。

右
洪
文
敏
公
邁
記
異
志
怪
之
書
也
。

其
名
蓋
取
列
子
所
謂
大
禹
行
而
見
之
、
伯
盆
知

 
而
名
之
、
夷
堅
聞
而
志
之
。
説
者
謂
夷
堅
乃
古
之
博
物
者
云
。

 

『直
齋
書
錬
解
題
』
卷
=

去
、
夷
堅
志
甲
至
癸

二
百
卷
、

支
甲
至
支
癸

}
百
卷
、

三
甲
至
三
癸

】
百
卷
、
四
甲
四
乙
二
十
卷
、
大
凡
四

 
百

二
十
卷
。
翰
林
學
士
翻
陽
洪
邁
景
盧
撰
。
稗
官
小
読
、
昔
人
固
有
爲
之
者
矣
。
游
戲
筆
端
、
資
助
談
柄
、
獪
賢
乎
已
可
也
、
未
有
卷
帙

 
如
此
其
多
者
、
不
亦
謬
用
其
心
也
哉
。
且
天
壌
間
反
常
反
物
之
事
、
惟
其
挈
也
、

是
以
謂
之
怪
。

苟
其
多
至
於
不
勝
載
、

則
不
得
爲
異

矣
。
世
傳
徐
鉉
喜
言
怪
、
賓
客
之
不
能
自
通
與
失
意
而
見
斥
絶
者
、
皆
詭
言
以
求
合
。
今
邁
亦
然
。
晩
歳
急
於
成
書
、
妄
人
多
取
廣
記
中

 
舊
事
、
改
竄
首
尾
、
別
爲
名
字
以
投
之
、
至
有
數
卷
者
、
亦
不
復
刪
潤
、
徑
以
入
録
。
雖
敍
事
猥
醸
、
屬
辭
鄙
慳
、
不
恤
也
。

 

『
師
弟
答
間
集
」
第
一
六
-
一
八
頁
云
、

〔増
田
間
云
〕
燭
頁
 
洪
邁
夷
堅
志

ノ
ト
コ
ロ
 
奇
特
之
事
、
本
縁
希
有
見
珍

、

而
作
者
自
序
、

 

『
乃
甚
以
繁
夥
自
憙
、

耄
期
急
於
成
書
、
或
以
五
十
日
作
十
卷
、

妄
人
因
梢
易
旧
設
以
投
之
、

至
有
盈
數
卷
者
、
亦
不
暇
制
潤
、
徑
以
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入
録
』
(
陳
振
孫
直
齋
書
録
解
題
十

一
云
) 

右
ノ
作
者
自
序

ハ

『
乃
…
…
録
」

マ
デ
デ
ス
カ
?

o
吋
『
乃
…
…
自
惷
』
マ
デ
デ
、
後

ハ
陳

某

ノ
言
デ

ス
カ
?
 
 〔魯
迅
答
云
〕
耄
期
云
々
以
下
、
皆
ナ
陳
振
孫
ノ
言
ヲ
述
ベ
タ
ノ
デ

ス
。
奇
特

ノ
「
〈
モ
ト
ヨ
リ
希
有
ヲ
以
テ
珍
ト

ナ
サ
レ
、

而

シ
テ
作
者
ノ
自
序

ニ
ヨ
レ
バ
甚
タ
ソ
ノ
沢
山
デ
ア
ル
「
ヲ
以

ッ
テ
ウ
ヌ
ボ

レ

(陳
氏
ノ
書
録
i

ニ
ヨ
レ
バ
)

髦
期

ニ
イ
タ

ル
ト
…

〔
増
田
間
云
〕

〃
 

惟
所
作
小
序
三
十

一
篇
、
什
九

「各
出
新
意
、
不
相
複
重
」
、
宋
史
本
伝
ノ
言
デ

ス
カ
?
 
〔魯

迅
答
云
〕
宋
人
ノ
隨

筆

ニ
ヨ
ル
 
(趙
令
畤

『
侯
鯖
録
」
)
こ
れ
は
同
じ
く
趙
姓
に
ょ
る
思
い
違
い
で
、
「史
略
」
原
文
の
「趙
與
告

「賓
退
録
ヒ

が
正
し
い
。
増
田
氏
が
魯
迅
の
手
紙
を
そ

の
ま
ま
承
け
て
、
「『各
出
新
意
、
不
相
複
重
」。
こ
の
語
は
宋
の
趙
令
畤
の
『侯
鯖
録
」
に
見
る
」
と
注
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

阮

元

「擘
經
室
外
集
」
卷
三
「
夷
堅
甲
乙
丙
丁
志
各
二
十
卷
提
要
」
云
、
宋
洪
邁
撰
。

影
宋
鈔
本
。

案
夷
堅
志
十
集
、
毎
集
二
十
卷
。
支

志
十
集
、
毎
集
十
卷
。
三
志
十
集
、
毎
集
十
卷
。
四
志
甲
乙
二
集
二
十
卷
、
共
四
百
二
十
卷
。
小
諡
家
唯
太
平
廣
記
爲
卷
五
百
、
然
卷
帙

雖
繁
、
乃
捜
輯
衆
書
所
成
者
。
其
出
于

一
人
之
手
、
而
卷
帙
途
有
農
記
十
之
七
八
者
、
唯
有
此
書
、
亦
可
謂
好
事
之
尤
者
矣
。
邁
毎
集
各

自
爲
之
序
。
唯
四
乙
未
成
、
不
及
序
。
計
序
三
十

一
篇
、
篇
各
出
新
意
。
趙
與
時
嘗
撮
各
序
大
指
、
載
子
賓
退
録
。
此
本
甲
志
序
已
佚
、

餘

三
序
存
、
與
賓
退
録
所
擧
相
合
。
毎
卷
之
下
注
明
若
干
事
、
毎
事
亦
必
注
明
某
人
所
読
、
以
著
其
非
妄
。
書
中
神
怪
荒
誕
之
談
居
其
大

半
。
然
而
遺
文
軼
事
可
資
考
鏡
者
、
亦
往
往
雑
出
于
其
間
。
四
庫
全
書
所
收
者
乃
支
志
五
十
卷
、
與
此
不
相
渉
。
此
本
卷
首
有
元
人
沈
天

砧

序
、
稱
建
學
所
存
舊
刻
閾
本
殘
闕
、
承
本
路
府
判
張
紹
先
之
命
、
以
浙
本
補
全
者
。
邁
與
兄
逎
、
遵
皆
皓
之
子
、
名
位
著
述
皆
相
埓
、

世

所
稱
鄙
陽
三
洪
是
也
。
邁
亦
有
弟

二
人
、

一
景
裴
名
邃
、

一
景
何
不
知
其
名
、
皆
見
于
此
書
。

現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
に
開
す
る

『
史
略
』
の
記
述
は
、
資
料
的
に
不
十
分
だ

っ
た
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
だ
か
ら
や
む
を
得
な
い
不
備
が

あ
り
、
い
ま
で
は
少
し
く
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
行
の
ア
キ
ス
ト
で
最
も
完
備
し
た
も
の
は
、

唱
九
二
七
年
に
涵
芬
樓
が
編
印
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し

た

『
新
校
輯
補
夷
竪
志
』
を
も
と
に
さ
ら
に
増
補
し
た
中
華
書
局
本

(
「
九
八

剛
)

で
あ
る
。
甲
よ
り
丁
ま
で
の
八
十
卷
、
支
甲
よ
り

 
支
癸
ま
で
の
七
十
卷
、
三
己

・
辛

・
壬

の
三
十
卷
、
補
卷
二
十
五
卷
、
再
補

一
卷
、
三
補

一
卷
、
合
計

二
百
七
卷
で
、
三
補
は
中
華
書
局

 
本

が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

『
史
略
」

が
い
う
八
十
卷
は
當
時
で
は
十
萬
卷
樓
叢
書
本

に
見
ら
れ
た
甲
よ
り
丁
ま
で
の
八
十
卷
で
あ
り
、

 
五
十
卷
は

『
四
庫
提
要
」
に
い
う
支
志
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
摘
抄
本
五
十
卷
と
は
、
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
版
本
か
不
明
で
あ
る
が
、
い

 
ま

の
筆
記
小
説
大
觀
本
五
十
卷
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
ま
た
二
十
卷
本
と
は
乾
隆
戊
戍
周
氏
刊
本
を
い
う
と
考
え
ら
れ
る
。

 
し
か
し
こ
れ
ら
所
謂
摘
抄
本
は
、
卷
數

こ
そ
違
う
も
の
の
、
收
録
す
る
内
容
は
同
じ
で
、
ほ
ぼ
原
本
の
支
甲
か
ら
支
癸
ま
で
の
七
十
卷
と

 
三
己

・
辛

・
壬
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
。
い
く
ら
か
睨
落
は
あ
る
が
、
ご
く

一
部
を
除
い
て
、
集
ご
と
卷
ご
と
に
ま
と
め
て
版
刻
さ
れ
て
い
る

 
の
で
、

摘
抄
本
と
言
う
よ
り
、

甲
か
ら
丁
ま
で
の

初
編
を
除
く
再
編
本
と
言

っ
た
方
が
よ
い
。

乾
隆
刊
本
と
小
設
大
觀
本
を
比
較
す
る

 
と
、
大
觀
本
は
乾
隆
刊
本
の
甲
よ
り
癸

に
至
る
十
集
、
各
上
下
二
卷
を
そ
れ
ぞ
れ
五
卷
に
分
割
し
た
も
の
で
、
題
目

の
順
序
ま
で
完
全
に

 

一
致
す
る
。
大
觀
本
は
時
に
脱
落
は
あ
る
が
、
乾
隆
刊
本
と
は
誤
り
ま
で

一
致
す
る
か
ら
同
系
の
テ
キ
ス
ト
と
考
え
て
よ
い
。
少
な
く
と

 
も
大
觀
本
の
祀
本
は
、
乾
隆
刊
本
を
分
割
し
た
も
の
で
あ

っ
た
か
、
乾
隆
刊
本
が
大
觀
本
の
詛
本
五
十
卷
を
二
十
卷

に
ま
と
め
た
か
、
ど

 
ち
ら
か
で
あ
る
が
、
乾
隆
刊
本
が
甲
か
ら
癸
に
至
る
十
集
と
い
う
體
裁
を
採

っ
て
い
る
の
に
對
し
て
、
大
觀
本
な
い
し
そ
の
組
本
が
五
十

 
卷

と
し
て
元
の

『夷
堅
志
』
 
の
體
裁
に
顧
慮
し
な
い
所
を
見
る
と
、
前
者
の
可
能
性
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お

『
魯
迅
藏
書
目

 
録
」

は
涵
芬
樓
本
を
著
録
す
る
が
、
こ
れ
は

一
九
ご
七
年
の
日
記
に
そ
の
購
入
を
記
す
よ
う
に
、
『
史
略
』

の
成
稿

に
は
及
ば
ず
、
そ
の

 
後
も
こ
れ
に
よ
っ
て

『
史
略
」
の
記
述
を
訂
し
た
形
跡
は
な
い
。

8
傳

奇
之
文
、
以
至
于

『
線
珠
傳
』
最
明
白
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
δ
ニ
ー
三

 
寫
印
本

『
大
略
」
九
末
云
、

此
種
文
字
、

流
風
至
宋
不
絶
、
而
多
托
史
事
、
少
敍
時
入
。
樂
史
之
大
眞
傳
而
外
、
有
秦
醇
之
趙
飛
燕
別
傳

(3)



(
説
郛
)
失
名
之
線
珠
傳

(同
上
)
煬
帝
海
山
記
開
河
記
迷
樓
記

(古
今
説
海
)
梅
妃
傳

(諡
郛
)
等
、
後
之
五
篇
、
今
毎
誤
爲
唐
人
作

也
。 
「史
略
」
第
十
[
篇
後
半
全
體
に
當
る
敍
述
で
あ
る
。
又
本
篇
10
引
の
「小
読
的
變
遷
」
參
照
。
鉛
印
本

「大
略
」
は
「史
略
」
に
同
じ
。
合
訂
再
版
で
「「許
邁
傳
」

各

一卷
」
を

「「許
邁
」
各
史
一
卷
」
と
誤
る
以
外
は
各
版
に
異
文
な
し
。

『
唐
宋
傳
奇
集
』
稗
邊
小
綴
全
集
卷
+
云
、
「線
珠
傳
」

一
卷
出

「琳
琅
祕
室
叢
書
」
。

其
所
艨
爲
舊
鈔
本
、

又
以
別
本
校
之
。

末
有
胡
艇

跋
、
云
、

「
舊
本
無
撰
人
名
氏
。
案
馬
氏

『
經
籍
考
」
題

「宋
史
官
樂
史
撰
。」
宋
人

『續
談
助
」
亦
載
此
傳
、

而
刪
節
其
半
。

後
有
西

樓
北
齋
跋
云
、
「
直
史
館
樂
史
、
尤
精
地
理
學
、
故
此
傳
推
考
山
水
爲
詳
、

又
皆
出
子
地
志
雜
書
者
。
余
謂
線
珠

一
婢
子
耳
、
能
感
主
恩

而
奮
不
顧
身
、
是
宜
刊
以
風
世
云
。」
咸
豐
三
年
八
月
、
仁
和
胡
艇
識
。」
今
再
勘
以

『
設
郛
』
三
十
八
所
録
、
亦
無
甚
異
同
。
疑
所
謂
舊

鈔

本
或
別
本
者
、
即
並
從

『
設
郛
』
出
爾
。
舊
校
梢
煩
、
其
必
改

「
越
」
爲

「
粤
」
之
類
、
尤
近
自
擾
、
今
悉
不
取
。

『
續
談
助
』
卷
五
晁
載
之
跋
云
、
右
鈔
直
史
館
樂
史
所
撰
線
珠
傳
。
史
獨
精
地
理
學
、

故
此
傳
推
考
山
水
爲
詳
、

又
皆
出
於
地
志
雜
書
者

也
。
二
十
六
日
西
樓
北
齋
鈔
。

「
郡
齋
讀
書
志
』
卷
九
云
、
線
珠
傳

踊
卷
。
右
皇
朝
樂
史
撰
。

『
唐
宋
傳
奇
集
』
稗
邊
小
綴
全
集
卷
+
云
、
「
楊
太
眞
外
傳
」
二
卷
、

取
自

『
顧
氏
文
房
小
設
」
。
署
史
官
樂
史
撰
、
「
唐
人
詭
薈
』
收
之
、

誣
謬
甚
矣
。
然
其
誤
則
始
于
陶
宗
儀

『
説
郛
」
之
題
樂
史
爲
唐
人
。
此
兩
本
外
、
又
嘗
見
京
師
圏
書
館
所
藏
丁
庚
八
千
卷
樓
舊
鈔
本
、
稱

爲

「
善
本
」
、
然
實
凡
本
而
已
、
殊
無
佳
處
也
。
『宋
史
」
藝
交
志
史
部
傳
記
類
著
録

「曾
致
堯

「
廣
中
台
記
」
八
十
卷
、
又

『線
珠
傳
』

一
卷
」
、
頗
似
傳
亦
曾
致
堯
作
。
又
有

「
「楊
妃
外
傳
」
一
卷
」
、
注
云
、
「
不
知
作
者
」
。
又
有

「樂
史

「
滕
王
外
傳
」
 
一
卷
、
又

『
李
白
外

傳
」

一
卷
、
「
洞
仙
集
」

一
卷
、
「許
邁
傳
」

一
卷
、 
『
楊
貴
妃
邇
事
」

二
卷
」
。
注
云
、
「
題
岷
山
叟
上
」
。
書
法
函
胡
、
歿
不
可
以
理
析
。

然

『續
談
助
」

一
跋
而
外
、
尚
有
郡
齋
讀
書
志

(九
、
傳
記
類
)
云
、

「
「
線
珠
傳
』
 
 
卷
、
右
皇
朝
樂
史
撰
」
。

又

「
「楊
貴
妃
外
傳
』

(4)



二
卷
、
右
皇
朝
樂
史
撰
。
敍
唐
楊
妃
事
迹
、
訖
孝
明
之
崩
」
。
而

『直
齋
書
録
解
題
』

(
七
、
傳
記
類
)

亦
云
、

「
『楊
妃
外
傳
』

叫
卷
、

直
史
館
臨
川
樂
史
子
正
撰
」
。
則

『線
珠
」
『
楊
妃
』

二
傳
、
皆
樂
史
之
作
甚
明
。
「楊
妃
傳
」
卷
數
、

宋
時
已
分
合
不
同
、

今
所
傳
者
蓋

晁

氏
所
見
二
卷
本
也
。
但
書
名
又
小
變
耳
。

『
郡
齋
讀
書
志
」
卷
九
云
、
揚
貴
妃
外
傳

二
卷
。
右
皇
朝
樂
史
撰
。
敍
唐
楊
貴
事
迹
、
迄
孝
明
之
崩
。

『
直
齋
書
録
解
題
」
卷
七
云
、
楊
妃
外
傳

一
卷
。
直
史
館
臨
川
樂
史
子
正
撰
。

「
宋
志
」
卷
二
史
部
傳
記
類
云
、
野
史
甘
露
新
記

二
卷
、
大
和
野
史
三
卷
、
逸
史

一
卷
、
拓
跋
記

一
卷
、
文
場
盛
事

一
卷

、
楊
妃
外
傳

輔
卷
、

並
不
知
作
者
。

曾
致
堯
廣
中
台
記
八
十
卷
、
又
線
珠
傳

一
卷
。

樂

史
唐
滕
王
外
傳

一
卷
、
又
李
白
外
傳

一
卷
、
洞
僊
集

一
卷
、
許
邁
傳

一
卷
。
楊
妃
貴
遺
事

二
卷
、
題
岷
山
叟
上
。

「
唐
宋
傳
奇
集
』
稗
邊
小
綴
全
集
卷
+
云
、
樂
史
、
撫
州
宜
黄
人
、
自
南
唐
入
宋
、
爲
著
作
佐
郎
、
出
知
陵
州
。
以
獻

賦
召
爲
三
館
編
修
、

遷
著
作
郎
、
直
史
館
。
觀

「
線
珠
」
「
太
翼
」

二
傳
結
銜
、
則
皆
此
時
作
。

後
轉
太
常
博
士
、
出
知
舒
黄
商
三
州
、
再
入
文
館
、
掌
西
京

勘
磨
司
、
賜
金
紫
。

景
徳
四
年
卒
、

年
七
十
八
。
事
詳

『宋
史
」
(
三
百
六
)
樂
黄
目
傳
首
。
史
多
所
著
作
、
在
三
館
時
、
曾
獻
書
至
四

百

二
十
餘
卷
、
皆
敍
科
第
孝
悌
神
仙
之
事
。
又
有

『太
李
寰
宇
記
』
二
百
卷
、
徴
引
羣
書
至
百
餘
種
、
今
尚
存
。
蓋
史
銑
博
覽
、
復
長
地

理

、
故
其
輯
述
地
志
、
即
縁
濫
史
採
録
、
轉
成
繁
蕪
。
而
撰
傳
奇
如

「
線
珠
」
「
太
眞
傳
、」
又
不
免
専
拾
舊
文
、
如

『
語
林
」
、
「
世
説
新

語
」
、
『晉
書
」
、
「
明
皇
雜
録
』
、
「開
天
傳
信
記
」
、
『
長
恨
傳
」
、

「酉
陽
雜
爼
」
、

「安
祿
山
事
迹
」
等
、
梢
加
排
比
、

且
常
拳
拳
于
山
水

也
。

『
宋
史
』
卷
三
〇
六
樂
黄
目
傳
云
、
樂
黄
目
字
公
禮
、
撫
州
宜
黄
入
。
世
仕
江
左
李
氏
。

(5)



 

 

父
史
、
字
子
正
。
齊
王
景
達
鎭
臨
川
、
召
掌
牋
奏
、
授
秘
書
郎
。
入
朝
、
爲
夲
原
主
簿
。
太
卒
興
國
五
年
、
與
顔
明
遠
、
劉
昌
言
、

張
觀
並
以
見
任
官
擧
進
士
。

太
宗
惜
科
第
不
與
、

但
授
諸
道
掌
書
記
。

史
得
佐
武
成
軍
、

既
而
復
賜
及
第
。
上
書

言
事
、
擢
爲
著
作
佐

郎

、
知
陵
州
。
獻
金
明
池
賦
、
召
爲
三
館
編
修
。

 

 
雍
熙
三
年
、
獻
所
著
貢
擧
事
二
十
卷
、

登
科
記
三
十
卷
、
題
解
二
十
卷
、

唐
登
科
文
選
五
十
卷
、

孝
弟
録
二
十
卷
、
績
卓
異
記
三

卷
。
太
宗
嘉
其
勤
、
遷
著
作
郎
、
直
史
館
。
轉
太
常
博
士
、
知
舒
州
、
遷
水
部
員
外
郎
。
淳
化
四
年
春
、
與
司
封
員
外
郎
、
直
昭
文
館
李

譱
同
使
兩
浙
巡
撫
、
加
都
官
、
知
黄
州
。
又
獻
廣
孝
傳
五
十
卷
、
總
仙
記

一
百
四
十

一
卷
。
詔
秘
閣
寫
本
進
内
。
史
好
著
述
、
然
博
而
寡

要
、
以
五
帝
、
三
王
、
皆
云
仙
去
、
論
者
嗤
其
詭
誕
。

 

 
咸
李
初
、
遷
職
方
、
復
獻
廣
孝
新
書
五
十
卷
、
上
清
文
苑
四
十
卷
。
出
知
商
州
。
史
前
後
臨
民
、
頗
以
賄
聞
。
俄
以
老
疾
爲
言
、
聽

解
職
、
分
司
西
京
。
五
年
、
郊
祀
畢
、
奉
留
守
司
表
入
賀
、
因
得
召
獨
。
上
見
其
矍
鑠
不
衰
、
又
知
篤
學
、
盡
取
所
著
書
藏
祕
府
、
復
授

舊
職
、
與
黄
目
同
在
交
館
、
入
以
爲
榮
。
出
掌
西
京
磨
勘
司
、
黄
目
爲
京
西
轉
運
。
改
判
留
司
御
史
臺
。
車
駕
幸
洛
、
召
甥
、
賜
金
紫
。

史
久
在
洛
、
因
卜
居
、
有
亭
謝
竹
樹
之
勝
、
優
游
自
得
。
未
幾
卒
、
年
七
十
八
。
所
撰
又
有
太
李
寰
宇
記
二
百
卷
、
總
記
傳
百
三
十
卷
、

坐
知
天
下
記
四
十
卷
、
商
顏
雑
録
、
廣
卓
異
記
各

二
十
卷
、
諸
仙
傳

二
十
五
卷
、
宋
齋
丘
交
傳
十
三
卷
、
杏
園
集
、
李
白
罰
集
、
紳
仙
宮

殿
窟
宅
記
各
十
卷
、
掌
上
華
夷
圖

一
卷
。
又
編
己
所
著
爲
仙
洞
集
百
卷
。
 
「史
略
」
の
「西
京
勘
磨
司
」
は
鉛
印
本

「大
略
」
か
ら
す
で
に
そ
う
作
る
が
、

全
集
注
の
指
摘
の
よ
う
に
傳
文
に
あ
る
「西
京
磨
勘
司
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
線
珠
傳
」
の
テ
キ
ス
ト
に
は

「
稗
邊
小
綴
」

が
述
べ
る
よ
う
に
明
鈔

『設
郛
』
、

「琳
琅
秘
室
叢
書
」

が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
校
訂
し
た

『
唐
宋
傳
奇
集
」

が
あ
る
。
ま
た

『績
談
助
』

本
が
あ
り
、

原
交
の
前
孚
を
載
せ
る
。

そ
の
刪
除
に
は
理
由
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

「
稗
邊
小
綴
」
が
言
う
よ
う
に
、
祿
珠
に
關
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
事
例
の
似
た
も
の
を
諸
書
か
ら
引
用
し
て
、
物
語
と
し
て
は
冗

(6)



 

長

に
す

ぎ

る

か
ら

で
あ

る
。

と

こ

ろ

で

『
續

談

助
』

本

の
文

宋

に

は
、

緑

珠

の
故

郷

で

は
樂

史

の
時

代

(?

)

に
も

婦

人

の
間

に
緑

珠

髷

 

と

い
う

髪

型

が
傳

わ

る

こ

と

を
言

う

。

こ
れ

は
後

人

の
附

加

を
疑

え

る
け

れ

ど
も

、

ま

た
明

鈔

『
説

郛
』

と

は
異

な

る

系

統

の

テ

キ

ス
ト

 

で

あ

っ
た
可

能

性

も
否

定

で

き

な

い
。

明
鈔

『
設

郛

』

に

も

『
琳

琅

祕

室

叢

書
」

本

に
も

そ

の
記

述

は

な

い
。

な

お
、

増

補

本

『
論

郛

」

 

な

ど

の
俗

本

も

『
線

珠

傳
」

「
楊

太

眞

外
傳

」

に
限

っ
て

は

、
比

較

的

知

ら
れ

た
話

で

あ

る

た

め

か
、
脱

誤

錯

誤

は
免

か

れ

な

い
も

の

の
、

 

だ

い

た

い

に

お

い

て
全

文

を

傳

え

て

お

り

、

そ

の
改

竄

削

除

等

は
他

の
作

品

ほ

ど

ひ

ど
く

は

な

い
。

 

『
楊

太

眞

外

傳
」

は

「
顧

氏

文

房

小

論

』

本

、

明

鈔

『
読

郛

』

本

、
『
唐

開

元

小
説

六
種

」

本

、
『
唐

宋

傳

奇

集
』

本

な

ど

が
あ

る

。

な

お

 

明

鈔

『
読

郛

」

卷

三
十

八
所

收

は

題
下

に

「
三
卷

全

」

と
注

す

る

が
、

分

卷

は

し

て

お

ら
ず

、
内

容

は
他

の
版

本

と
違

い

は

な

い
。

撰

者

 

を

「
唐

樂

史

即
唐
史
官
」

と

す

る
。

9

所

引

『
緑

珠

傳

」
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

δ
O
+

δ

 

『
史

略

」

の
引

く

テ

キ

ス
ト

は

お

そ

ら

く

明
鈔

本

『
読

郛

』

で

あ

ろ
う

と
思

わ
れ

る
。

琳

琅

秘

室
叢

書

本

と

も

、

『
唐

宋

傳

奇

集

」

本

と

 

も

合

わ

な

い
。

し

か

し
涵

芬

樓

本

明
鈔

『
読

郛

』

と

も
合

わ

な

い
部

分

が
あ

る

の

で
、

魯

迅

の
見

た
明

鈔

本

は
涵

芬

樓

本

と

は
違

っ
て

い

 

た

と
考

え

る

ほ

か

な

い
。

涵

芬
樓

本

は

「
孫

秀

」

の
上

に

「
賊

類

」
二
字

が

あ

り

、
「
子

是

墮

樓

而

死

」

の
上

に

「
因

崇

止

之

」

四
字

が

あ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ミ

 

る
。

後

者

ば
琳

琅

祕

室
叢

書

本

も

同

じ

。

そ

し

て

『
史

略
」

各

版

の
校

勘

で

も
述

る

が

、
涵

芬

樓

本

他

が

「
營

明

帝

」

と
作

る

の

を

『
史

 

 

 

 

 

 

 

へ       
         
        
        
         
        
        
         
        
        
 も    
        
         
   へ 
         
        
   ぬ

 

略

』

舊

版

は

「
宋

明
帝

」

と

誤

っ
て

い
る
。

さ

ら

に
涵

芬
樓

本

は

「
七
窮

四
肢

」

の

上

に

「
而

」

字

が

あ

り

、 

「
正
城

之
東

」

は

「
王

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ   
         
        ヤ  
         
      ヘ  
         
        
ヘ     
         
        
        
ミ 
 へ  
も 
 ヘ  
    へ  ゐ

 

城

之
東

」
、
「
仁
義

之

性

し

は

「
仁

義

之

行
」
、
「
唯

利

是

覗

」

は

「
唯
利

是
務

」

に
作

る
。

し

か

し

「
他

無

所

愛

、

線

珠

不

可
得

也

」

や

 

 

 

 

へ 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
 
ゐ 
 も 
 へ 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
 
も

 

「
辜

恩

負

義

」

は

}
致

す

る

。

そ

の
部

分
琳

琅
本

は

「
吾

所

愛

、

不

可
得

也

」
、
「
辜

恩

背

義

」

に
作

る
。

 

 

ヘ                                                                                    へ

 

「
嗇

明
帝

」

は

鉛

印

本

『
大

略

』

以

來

、

三

八

年

版

全

集

ま

で
み

な

「
宋

明
帯

」

に

誤

る
。

五

七
年

版

全

集

で

は

じ

め

て

『
唐

宋

傳

奇

(7)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も

 

集

」

に

據

っ

て

か

、

「
習

」

に

改

め

ら

れ

た

。

「
七

鍔

四
肢

」

の

上

の

「
而

し

字

、

鉛

印

本

『
大

略

」

よ

り

三

八

年

版

全

集

ま

で

す

べ

て

欠

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ   
   
  
   
   
   
  
   
   
   
   
  
   
   
   
  
   
   
   
   
  
   
   
   
  
   
   
   
   へ

 

き

、

五

七

年

版

全

集

で
補

わ

れ

た

。

「
廢

反

復

之

情

」

の

「
懐

」

字

、

鉛

印

本

『
大

略

」

よ

り

三

八

年

版

全

集

ま

で

「
多

」

字

に

作

り

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぬ 
  
   
   
   
   
  
   
   
   
  
   
   
   
   
  
   
   
   
  
   
   
   
   
  
   
   へ

 

五

七

年

版

全

集

で

改

め

ら

れ

た

。

「
唯

利

是

務

」

の

「
務

」

字

ま

た

鉛

印

本

『
大

略

」

よ

り

三

八

年

版

全

集

ま

で

「
観

」

に
作

り

、

五

七

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ                  へ

 

年

版

で

「
務

」

に
改

め

た

。

重

較

『
設

郛

』

本

も

「
硯

」

に

作

る

。

「
辜

恩

背

義

し

の

「
背

」

字

、

鉛

印

本

『
大

略

」

よ

り

三

八

年

版

全

 

 

 

 

 

へ

 

集

ま

で

「
負

」

に
作

り

、

同

じ

く

五

七

年

版

全

集

で

改

め

ら

れ

た

。

五

七

年

版

全

集

は

み

な

『
唐

宋

傳

奇

集

』

に

撮

っ
た

ら

し

い

が

、

 

「
史

略

』

引

用

が

欠

く

部

分

は

補

っ

て

い

な

い

。

 

『
師

弟

答

問

集

」

第

一
八
頁

鼓

、
 

〔
増

田

間

云

〕

娜

頁

 

線

珠

傳

ノ
引

交

 

…

趙

王

倫

亂

常

、

…

…

秀

自

是

譖

倫

族

之

、
…

全

族

ヲ

殺

ス
?

 

全

族

ト

ハ
普

通

、

「
親

、

我

、

子
、

孫

」

デ

ス
カ
?

O
円

『
組

父

…

口

…

兄

弟
」

ー

コ

ン
ナ

ノ

モ
這

入

リ

マ

ス
カ
?

 

 
〔
魯

迅

答

云

〕

 
三
族
ト
九
族
ノ
分
ア
リ
、
晋
朝

ハ
大
抵
只
三
族
ヲ
誅
ス
。
三
族
11
ω
父
母
伯
叔
ー
㈲
自
身
其
ノ
兄
弟
ー
㈲
子
女
。
亦
即
チ
祀
父
母
ノ
子
孫

 

(
11
父
母
伯
叔
)、
父
母
ノ
子
孫

(自
身
及
ビ
其
ノ
兄
弟
)
、
自
分
ノ
子
女
、
即
チ
全
家
ナ
リ
 

〔又
答
云
〕
〔常
〕
11
綱
常
 
増
田
氏
は
日
本

 

語
譯
本

「支
那
小
論
史
』
で
こ
の

「族
」
字
に
注
し
て

「
一
族
を
死
罪
に
す
る
こ
と
。

父
母
及
び
伯
叔

。
我
及
び
兄
弟

・
子
女
-

即
ち
三
族
を
誅
す
る
こ
と
。

九
族
の
場
合

 

も
あ
る
が
、
晉
で
は
大
抵
た
だ
三
族
で
あ
つ
た
。」
と
言
う
。

-o

其

後

有

亳

州

誰

人

秦

醇

宇

子

復

、

以

至

而
結

以

"
團
圓

"
者

也
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

δ
四
±
昌

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ   
  
   
   
   
   
  
   
   
  
へ  
   
  
   
   
   
  
 ぬ  
   
  
   
   
   
   
  セ

 

鉛

印

本

『
大

略
」

は

「
(
一
作

子

履

)
」

の

「
作

」

を

「
云
」

に
作

り

、
「
冷

玄

」

の

「
玄

」

を

「
元

」

に

、
コ

一
日

「
驪

山

記
」
、
三

日

「
温

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も  
  
 
  
  
 
  ぬ 
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 ヘ 
  
 
  
  
へ

 

泉

記
』
」

を

コ

一
三

日

『
驪

山

記
』

『
温

泉
記

」
」

に
作

り

、
「
文

辭

」

を

「
文

詞
」

に

「
汝

州

民

張

正
字

」
の

「
字

」

を

闕

く

他

は

『
史

略
』

 

に
同

じ

。
但

し

「
張

正

字
」

の

「
字
」

字

は

、
鉛

印

本

『
大

略
』

以

降

、

五

七

年

版

全
集

で

訂

さ

れ

る

ま

で
各

版

ず

っ
と
闕

く
。

 

「
小

読

的
變

遷
」

第
四
講
云
、

上

次

講

過

、

傳

奇

小

読

、

到

唐

亡

時
就

絶

了
。

至
宋

朝

、

雖

然

也
有

作
傳

奇
的

、

但

就

大

不
相

同

。

因

爲

(8)



唐
人
大
抵
描
寫
時
事
、
而
宋
入
則
外
講
古
事
。
唐
人
小
詭
少
教
訓
、
而
宋
則
極
多
教
訓
。
大
概
唐
時
講
話
自
由
些
、
雖
寫
時
事
、
不
至
于

得
渦
、
而
宋
時
則
諱
忌
漸
多
、
所
以
文
人
便
設
法
回
避
、
去
講
古
事
。
加
以
宋
時
理
學
極
盛

一
時
、
因
之
把
小
論
也
多
理
學
化
了
、
以
爲

小
論
非
含
有
教
訓
、
便
不
足
道
。
但
文
藝
之
所
以
爲
文
藝
、
井
不
貴
在
教
訓
、
若
把
小
論
變
成
修
身
教
科
書
、
還
論
甚
麼
交
藝
。
宋
人
雖

然
還
作
傳
奇
、
而
我
詭
傳
奇
是
絶
了
、
也
就
是
這
意
思
。 
(中
略
)
至
于
創
造

一
方
面
、
則
宋
之
士
大
夫
實
在
井
沒
有
甚
麼
貢
獻
。

『
唐
宋
傳
奇
集
」
稗
邊
小
綴
全
集
卷
+
云
、
宋
劉
斧
秀
才
作

「
翰
府
名
談
』

二
十
五
卷
、
又

「撚
遺
』
二
十
卷
、
「
青
瑣
高
議
』
十
八
卷
、

見

「
宋
史
」
藝
文
志
子
部
小
詮
類
。
今
惟
存

「
青
瑣
高
議
」
。
有
明
張
夢
錫
刊
本
、
前
後
集
各
十
卷
、

頗
難
得
。

近
董
康
校
刊
士
禮
居
寫

本

、
亦

二
十
卷
、
又
有
別
集
七
卷
、
「宋
志
』
所
無
。
然
宋
人
印
時
有
引

「
青
瑣
撫
遺
』
者
、
疑
即
今
所
謂
別
集
。
「
宋
志
」
以
爲

『翰
府

名

談
』
之

『撫
遺
」
、
蓋
亦
誤
爾
。
其
書
雜
集
當
代
人
志
怪
及
傳
奇
、
漫
無
條
貫
、

間
有
議
、
亦
殊
淺
率
。
前
有
孫
副
樞
序
、
不
稱
名
而

稱
官
、
甚
怪
。
今
亦
莫
知
爲
何
人
。
此
但
選
録
其
較
整
飭
曲
折
者
五
篇
。
作
者
三
人
、
日
魏
陵
張
實
子
京
、
日
讌
川
秦
醇
子
復

(或
作
子

履

、)
日
淇
上
柳
師
尹
。
皆
未
考
始
末
。

一
篇
無
撰
人
名
。

「宋
人
帥
時
有
引

「青
瑣
撫
遣
」
者
」
待
考
。

『
郡
齋
讀
書
志
」
卷
一
三
小
読
類
云
、
青
瑣
高
議
十
八
卷
。
右
不
題
撰
人
。

載
皇
朝
雜
事
及
名
士
所
撰
記
傳
。

然
其
所
書
、
辭
意
頗
鄙
淺
。

『
宋
志
』
卷
五
子
部
小
論
家
類
云
、
劉
斧

『翰
府
名
談
』

二
十
五
卷
、
又

『擦
遺
」

二
十
卷
、
『青
瑣
高
議
」
十
八
卷
。

『
四
庫
提
要
」
卷
一
四
四
子
部
小
説
家
類
存
目
二
云
、
青
瑣
高
議
前
集
十
卷
後
集
十
卷

兩
淮
鑒
政
採
進
本
。
不
著
撰
人
名
氏
。

晁
公
武
讀
書
志
及
宋

史

藝
交
志
皆
著
録
、
亦
皆
不
云
誰
作
。

趙
與
皆
賓
退
録
稱
爲
劉
斧
青
瑣
高
議
、

當
必
親
見
其
標
題
。

前
有
孫
副
樞
序
、

不
稱
名
而
擧
其

官

、
他
書
亦
無
此
例
。
其
爲
里
巷
俗
書
可
知
也
。
所
紀
皆
宋
時
怪
異
事
蹟
、
及
諸
雜
傳
記
、
多
乖
雅
訓
。
毎
條
下
各
爲
七
字
標
目
、
如
張

乖

崖
明
斷
分
財
、
回
處
士
磨
鏡
題
詩
之
類
、
尤
近
於
傳
奇
。
聞
有
稱
議
日
者
、
寥
寥
數
言
、
亦
多
陳
腐
。
讀
書
志
穩
其
詞
意
鄙
淺
、
良
非

輕
詆
。
公
武
所
録
作
十
八
卷
、
宋
史
藝
文
志
亦
同
。
此
本
乃
多
兩
卷
、
或
坊
賈
傳
刻
又
有
所
竄
入
歟
。
蔡
絛
鐵
圍
山
叢
談
構
所
載
孫
栖
射

(9)



醸

被
追
見
韓
碕
爲
紫
府
眞
人
事
、
其
説
不
謬
、
然
稱
爲
青
瑣
小
論
、
或
又
其
別
名
也
。
孫
栖
事
魏
公
別
録
魏
公
家
傳
皆
載
之
。
周
輝
清
波

雜
志
又
考
其
同
異
、
謂
當
以
家
傳
爲
正
、
其
所
引
王
老
志
別

一
説
、
郎
蔡
絛
語
也
。
韓
碕
名
徳
、
何
必
死
作
閻
羅
王
。
乃
足
取
重
斧
作
小

説
侈
談
穐
怪
可
矣
。
士
大
夫
以
爲
實
事
、
而
記
於
家
傳
別
録
、
好
事
者
又
校
正
其
異
同
、
相
率
設
夢
、
不
亦
愼
乎
。

『
青
瑣
高
議
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、

「
唐
宋
傳
奇
集
序
例
」

に
い
う
、

明
張
夢
錫
刊
本
及
び
舊
鈔
本
、
董
康
刊
士
禮
居
本
の
う
ち
前

二
者
は

す

で
に
見
ら
れ
な
い
。
魯
迅
は

一
九
二

一
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て

「青
瑣
高
議
」

を
抄
寫
し
て
い
る
。
「
序
例
」

に
い
う
張
夢
錫
刊
本

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

「
手
蹟
目
録
」
に
も
著
録
が
な
く
失
わ
れ
た
ら
し
い
。

し
た
が

っ
て
ど
う
い
う
テ
キ

ス
ト
な
の
か
確
め
よ

う
が
な
い
。
董
康
刊
本
は
の
ち
に
古
典
交
學
出
版
肚
が
排
印
し

(
一
九
五
八
)
、
さ
ら
に
そ
れ
に
補
遺
を
加
え
た
上
海
古
籍
出
版
祗
版

(
一

九
八
三

・
宋
元
筆
記
叢
書
)
が
出
た
の
で
、
最
も
見
や
す
い
。
他
に
文
學
古
籍
瓧
版

『
唐
宋
傳
奇
集
』
(
一
九
五
六
)

の
校
記
に
よ
れ
ば
、

明
鈔
本
、
四
庫
館
舊
鈔
本

(提
要
に
い
う
も
の
)、
惠
定
宇
藏
舊
鈔
本

(士
禮
居
本
の
租
本
)

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
見
る
こ
と
は
難
し

い
。

『
唐
宋
傳
奇
集
」
「稗
邊
小
綴
」
全
集
卷
+
云
、
「
趙
飛
燕
別
傳
」
出
前
集
卷
七
、
亦
見
于
原
本

『詭
郛
』
三
十

ご
、
今
參
校
録
之
。
胡
應
麟

(
『
筆
叢
」

二
十
九
)
云
、
「
戊
辰
之
歳
、
余
偶
過
燕
中
書
肆
、

得
殘
刻
十
數
紙
、

題

「
趙
飛
燕
別
集
」
。
閲
之
、
乃
知
即

『詭
郛
」
中
陶

氏
刪
本
。
其
文
頗
類
東
京
、

而
末
載
梁
武
答
昭
儀
化
鼇
事
。

蓋
六
朝
人
作
、

而
宋
秦
醇
子
復
補
綴
以
傳
者
也
。

第
端
臨

『通
考
」
漁
仲

『
通
志
」
並
無
此
目
。
而
交
非
宋
所
能
。
其
闘
敍
才
數
事
、
多
俊
語
、

出
伶
玄
右
、

而
淳
質
古
健
弗
如
。
惜
全
帖
不
可
見
也
。」
又
特
賞

其

「蘭
湯
濫
灘
」
等
三
語
、
以
爲

「
百
世
之
下
讀
之
、
獪
勃
然
興
。」
然
今
所
見
本
皆
作
別
傳
、
不
作
集
。
『読
郛
』

本
亦
無
刪
節
、
但
較

『
高
議
」
少
五
十
餘
字
、
則
或
寫
生
所
遺
耳
。
「
高
議
」
中
録
秦
醇
作
特
多
、

此
篇
及

「譚
意
歌
傳
」
外
、

爾
有

「
驪
山
記
」
及

「
温
泉

記
」
其
文
蕪
雑
、
亦
間
有
俊
語
。
悄
精
心
作
之
、
如
此
篇
者
、

尚
亦
能
爲
。

元
瑞
雖
精
鑒
、
能
作

『
四
部
正
譌
」
、
而
時
傷
嗜
奇
、
愛
其

(10)



動
魄
、
使
勃
然
興
、
則
輒
冀
其
爲
眞
古
書
以
増
聲
價
。
獪
今
人
聞
伶
玄

『
飛
燕
外
傳
」
及

『漢
雜
事
祕
辛
』
爲
僞
書

、
亦
陶
有
佛
然
不
悦

者

。
『
師
弟
答
問
集
」
簍

一〇
頁
云
、

〔増
田
間
云
〕
珊
頁
 

趙
飛
燕
別
傳
ノ
交
中

二 
「蘭
湯
髄
灘
、

昭
儀
坐
其
中
、

者

三
尺
寒
泉
浸
明
玉
」

〔
三
尺
寒
泉
〕
蘭
湯
?

〔
明
玉
〕
昭
儀
?
 
〔魯
迅
答
云
〕
矯
①
ω
鴇
比
髫
デ
ス
。

『
少
室
山
房
筆
叢
』
卷
二
九
九
流
緒
論
下
云
、
楊
用
修
謂
唐
小
論
不
如
漢
、

而
擧
伶
玄
趙
燕
飛
傳
中

一
二
語
爲
證
。

戊
辰
之
歳
、
余
偶
過

燕
中
書
肆
、
得
殘
刻
十
數
紙
、
題
趙
飛
燕
別
集
。
閲
之
乃
知
郎
設
郛
中
陶
氏
刪
本
。
其
文
頗
類
東
京
、
而
末
載
梁
武
答
昭
儀
化
電
事
。
蓋

六
朝
人
作
、
而
宋
秦
醇
子
復
補
綴
以
傳
者
也
。
第
端
臨
通
考
、
漁
仲
通
志
、
並
無
此
目
、
而
文
非
宋
所
能
。
其
間
敍
才
數
事
、
多
俊
語
、

出
伶
玄
右
、
而
淳
質
古
健
弗
如
。
惜
全
帙
不
可
見
也
。

別
集
稱
昭
儀
方
浴
、
帝
私
覘
。
侍
者
報
昭
儀
、

昭
儀
急
趨
燭
後
避
。

帝
瞥
見
之
、

心
愈
眩
惑
。

他
日
昭
儀
浴
、
帝
默
賜
侍
者
、
特
令
不

言
。
帝
自
屏
罅
覘
之
。
蘭
湯
議
灘
、
昭
儀
坐
其
中
、
者
三
尺
寒
泉
浸
明
玉
。
帝
意
飛
揚
。
語
近
侍
日
、
自
古
人
主
無

二
后
、
有
則
立
昭
儀

爲
后
矣
。
右
敍
昭
儀
浴
事
入
畫
、
蘭
湯
濫
髄
三
語
、
百
世
下
讀
之
、
獪
勃
然
興
、
矧
親
炙
耶
。
玄
傳
、
膚
體
光
發
占
燒
燭
七
字
佳
。

「
驪
山
記
」
「
温
泉
記
」
と
も
に

「
青
瑣
高
議
」

前
集
卷
六
に
よ
る
。

こ
の
卷
は
楊
貴
妃

に
關
す
る
故
事
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

「
驪
山

記
」
の
題
下
に

「
張
兪
遊
驪
山
作
記
」
と
あ
る
が
、
本
交
に
は
主
人
公
が
記
を
書
い
た
こ
と
は
出
な
い
。
そ
の
下
に
作
者
名
も
な
い
の
で

一
見
無
名
氏
か
と
疑
わ
れ
る
が
、
次
の

「
渥
泉
記
」
に

「
西
蜀
張
兪
遇
太
眞
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に

「
亳
州
秦
醇
子
履
撰
」
と
あ

っ
て
、

主
人
公
も
話
題
も
共
通
す
る
た
め
に
秦
醇
の
撰
と
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
驪
山
記
」

は

『
類
説
』
卷
四
六
に
引
く

『
青
瑣
高
議
』

に
か

な
り
捌
除
さ
れ
た
形
で
あ
る
が
、

「
温
泉
記
」

の
方
は
刊
本

「
青
瑣
高
議
」
卷
六
に
引
く
の
が
唯

一
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

「
唐
宋
傳
奇
集
」
稗
邊
小
綴
全
集
卷
+
云
、
譚
意
歌
傳
出
別
集
卷
二
、
本
無

「傳
」
字
、
今
加
。
有
注
云
、
「
記
英
奴
才
華
秀
色
」
、
今
削
。

(11)



 
意
歌
、
文
中
作
意
寄
、
未
知
孰
是
。
唐
有
譚
意
哥
、
蓋
薛
濤
李
冶
之
流
、
辛
文
房

「唐
才
子
傳
」
曾
擧
其
名
、
然
無
事
迹
。
秦
醇
此
傳
、
亦

 
不
似
別
有
所
本
、
殆
竊
取

「
鶯
鶯
傳
」
「
霍
小
玉
傳
」
等
爲
前
牛
、
而
以
團
員
結
之
爾
。 
『唐
オ
子
傳
」
卷
二
の
李
季
蘭
の
項
に
は
女
流
が
列
擧
し
て
あ

 
り
、
そ
の
中
に
崔
鶯
鶯
な
ど
と
共
に
譚
意
歌
の
名
が
あ
る
。
し
か
し
元
槇
の
傳
奇

「鶯
鶯
傳
」
の
女
主
人
公
の
名
と
並
列
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
は
な
は
だ
怪
し
く
唐
代

 
の
實
在
も
疑
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「類
説
」
卷
四
六
引
用
の
文
で
は
題
を

「譚
意
哥
記
」
と
す
る
。
も
と
よ
り
略
引
で
足
本
は
刊
本

「青
瑣
高
議
』
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。

11
不
知
何
人
作
者
有

「大
業
拾
遺
記
」

二
卷
、
以
至
情
致
亦
時
有
綽
約
可
觀
覽
者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 δ
四-
四

 
鉛
印
本

「大
略
」
は

「
史
略
」
と
變
ら
な
い
。
「南
部
煙
花
録
」
の

「
花
」
字
を
初
版
よ
り
六
版
ま
で

「
化
」

に
誤
る
。
「
因
請
放
官
奴
」

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
の

「
請
」
字
を
二
版
の
み

「
論
」
に
誤
る
。

 

「
唐
宋
傳
奇
集
」
「
稗
邊
小
綴
」
全
集
卷
+
云
、 
「
隋
遺
録
」
上
下
卷
、
據
原
本

「諡
郛
』

七
十
八
録
出
、

以

「百
川
學
海
』

校
之
。

前

 
題
唐
顏
師
古
撰
。
末
有
無
名
氏
跋
、

謂
會
昌
中
、

僭
志
徹
得
于
瓦
棺
寺
閣
南
雙
閣
之
荀
筆
中
。
題

「
南
部
煙
花
録

、」
爲
顏
公
遺
稿
。
取

 
隋
書
校
之
、
多
隱
文
。
後
乃
重
編
爲

「
大
業
拾
邇
記
」
。
原
本
缺
落
、
凡
十
七
八
、
悉
從
而
補
之
矣
云
貴
。
是
此
書
本
名

「南
部
煙
花
録
」
、

 
既

重
編
、
乃
稱

「
大
業
拾
遺
記
。」
今
又
作

「
隋
遺
録
」
、
跋
所
未
言
、
殆
復
由
後
來
傳
刻
者
所
改
歟
。
書
在
宋
元
時
頗
己
流
行
、
「
郡
齋
讀

書

志
』
及

『通
考
」
並
著

「
南
部
煙
花
録
」
。
『通
志
』
著

「
大
業
拾
遺
録
」
。
「宋
史
」
藝
文
志
史
部
傳
記
類
亦
有
顏
師
古

「
大
業
拾
遺
」

 

一
卷
、
子
部
小
諡
類
又
有
顏
師
古

「
隋
遺
録
」

一
卷
、
蓋
同
書
而
異
名
、
所
據
凡
兩
本
也
。
本
文
與
跋
、
詞
意
荒
率
、
似

一
手
所
爲
。
而

 
託
之
師
古
、
其
術
與
葛
洪
之

『西
京
雜
記
」
、
謂
鈔
自
劉
散
之

「漢
書
」
遺
稿
者
正
等
。

然
才
識
遠
遜
、

故
罅
漏
殊
多
、
不
待
吹
求
、
己

 
知
其
僞
。
清

「
四
庫
全
書
總
目
』
(
一
四
三
)
云
、
「
王
得
臣

「
塵
史
」
稱
其

「極
惡
可
疑
」
。

姚
寛

「
西
溪
叢
語
』

亦
日
、
「
「
南
部
煙
花

 
録
」
文
極
俚
俗
。
又
載
陳
後
主
詩
云
、
夕
陽
如
有
意
、
偏
傍
小
窗
明
。

此
乃
唐
人
方
域
詩
、

六
朝
語
不
如
此
。
『
唐
藝
文
志
」
所
載

「
煙

 
花
録
」
、
記
幸
廣
陵
事
、
此
本
已
亡
、
故
流
俗
僞
作
此
書
云
云
。」
然
則
此
亦
僞
本
矣
。
今
觀
下
卷
記
幸
月
觀
時
與
蕭
后
夜
話
、
有

「儂
家

(12)



事

一
切
已
託
楊
素
了
」
之
語
、
是
時
素
死
久
矣
。
師
古
豈
疏
謬
至
此
乎
。
其
中
所
載
煬
帝
諸
作
、
及
虞
世
南
贈
袁
寶
兒
作
、
明
代
輯
六
朝

詩

者
、
往
往
採
綴
、
皆
不
考
之
過
也
。」

『
郡
齋
讀
書
志
」
卷
六
史
部
雑
史
類
云
、
南
部
煙
花
録

一
卷
。
右
唐
顏
師
古
撰
。

載
隋
煬
帝
時
宮
中
祕
事
。

僣
志
徹
得
之
瓦
官
閣
筍
筆
中
。

一
名
大
業
拾
遺
記
。

『
文
獻
通
考
』
經
籍
考
卷
二
「更
部
雑
史
類
云
、
南
部
煙
花
録

凶
卷
。
晁
氏
日
、

唐
顏
師
古
撰
。

載
隋
煬
帝
時
宮
中
祕
事
。

僭
志
徹
得
之
於

官
閣
筍
筆
中
。

一
名
大
業
拾
遺
記
。

『
逋
志
」
藝
文
略
卷
三
史
部
雜
史
類
云
、
大
業
拾
遺
録

一
卷
 
記
煬
帝
幸
江
都
。

「
宋
志
」
卷
二
子
部
傳
記
類
云
、
顏
師
古
大
業
拾
遺

一
卷
。

又
卷
五
子
部
小
設
家
類
云
、
顏
師
古
隋
遐
録

一
卷
。

『
百
川
學
海
」
據
宋
咸
淳
本
覆
刻
本
庚
集

「
隋
遺
録
」
跋
愛
、
右
大
業
拾
遺
記
者
、
上
元
縣
南
朝
故
都
、
梁
建
瓦
棺
寺
閣
、
閣
南
隅
有
雙
閤
、

閉
之
忘
記
歳
月
。
會
昌
中
、
詔
拆
浮
圖
、
因
開
之
、
得
荀
筆
千
銖
頭
、
中
藏
書

一
帙
、
難
皆
隨
手
靡
潰
、
而
文
字
可
紀
者
、
乃
隋
書
逡
藁

也
。
中
有
生
白
藤
紙
數
幅
、
題
爲
南
部
煙
花
録
。
僭
志
徹
得
之
。
及
焚
釋
氏
群
經
、
僭
人
借
其
香
軸
、
爭
取
紙
尾
、
拆
去
硯
軸
、
皆
有
魯

郡
文
忠
顏
公
名
、
題
云
手
寫
、
是
録
郎
前
之
苟
筆
、
可
不
擧
而
知
也
。
志
徹
得
録
前
事
、
及
取
隋
書
校
之
、
多
隱
文
、
特
有
符
會
、
而
事

頗
簡
脱
。
豈
不
以
國
初
將
相
爭
以
王
道
輔
政
、
顏
公
不
欲
華
廓
前
跡
、
因
而
削
乎
。
今
堯
風
已
還
、
徳
車
斯
駕
、
獨
惜
斯
文
湮
沒
不
得
爲

辭
人
才
子
談
柄
、
故
編
云
大
業
拾
遺
記
。
本
文
缺
落
凡
十
七
八
、
悉
從
而
補
之
矣
。

『
四
庫
提
要
』
卷
一
四
三
子
部
小
説
家
類
存
目
一
云
、
大
業
拾
遺
記

二
卷
。

一
名
南
部
煙
花
録
。
舊
本
題
唐
顏
師
古
撰
。
末
有
跋
語
稱
、
會
昌
中

沙
門
志
徹
得
之
瓦
棺
寺
閣
、
乃
隋
書
遺
稿
云
歎
。
王
得
臣
鏖
史
稱
、
其
極
惡
可
疑
。
姚
寛
西
溪
叢
語
亦
日
、
南
部
煙
花
録
文
極
慳
俗
、
又

(13)



載
陳
後
主
詩
云
、
夕
陽
如
有
意
、
偏
傍
小
窗
明
。
此
乃
唐
人
方
域
詩
、
六
朝
語

不
如
此
。
唐
藝
文
志
所
載
煙
花
録
記
事
蜜
陵
事
、
此
本
已

亡
、
故
流
俗
僞
作
此
書
云
云
。
然
則
此
亦
僞
本
矣
。
今
觀
下
卷
記
幸
月
觀
時
、
與
蕭
后
夜
話
、
有
儂
家
事

一
切
巳
託
楊
素
了
之
語
、
是
時

素
死
久
矣
。

師
古
豈
疏
謬
至
此
乎
。

其
中
所
載
煬
帝
諸
作
及
虞
世
南
贈
袁
費
兒
作
、

明
代
輯
六
朝
詩
者
往
往
採
綴

、

皆
不
攷
之
過
也
。

姚
寛
『西
溪
叢
語
』
の
詭
は
蔡
居
厚
の
『詩
史
』
(「詩
話
總
龜
』
前
集
二
引
)
に
あ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
『舊
唐
志
』
に
は
『煙
花
録
』
が
著
録
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
程
毅
中

『
古
小
誂
簡
目
』
(
一
九
八
一
・中
華
書
局
)
は
指
摘
す
る
。

周
中
孚

『
鄭
堂
讃
書
記
」
卷
亠公
二
小
読
類
愛
、

隋
遺
録
二
卷
。
百
川
學
海
本
。
舊
題
唐
顏
師
古
撰
。
師
古
仕
履
見
正
史
類
。
四
庫
全
書
存
目
作
大
業

拾

遺
記
。
讀
書
志
雑
史
類
作
南
部
煙
花
録
。
通
考
雜
同
。

通
志
雑
作
大
業
拾
遺
録
。

宋
志
傳
記
類
止
作
大
業
拾
遺
。

而
史
類
子
小
説
類
又

別
載
隋
遺
録
、
蓋
又
別
據

一
本
類
也
。
宋
有
跋
語
、
不
著
撰
人
。」
略
跋
文
。
今
觀
是
書
、

載
煬
帝
幸
江
都
時
宮
中
秘
事
。

文
極
慳
俗
、
又
誤

以
唐
人
詩
爲
陳
後
主
詩
。
又
于
大
業
季
年
作
煬
帝
已
託
楊
素
之
語
、
其
爲
僞
託
師
古
所
撰
無
疑
。
宋
人
如
王
彦
輔
姚
令
威
諸
家
、
本
不
信

以
爲
眞
也
。
特
明
人
輯
總
集
者
、
皆
不
知
其
爲
僞
書
、
將
書
中
所
載
諸
詩
、

一
概
甄
録
耳
。
詭
郛
歴
代
小
史
均
收
入
之
。
唯
陶
氏
作
大
業

拾

遺
記
云
。
周
中
孚
が
述
べ
る
よ
う
に
、
明
鈔

『読
郛
」
と

『百
川
學
海
』
の
他
に

『歴
代
小
史
』
に
牧
め
る
】卷
本
が
あ
る
。
そ
れ
に
魯
迅
の
校
訂
し
た

「唐
宋
慱
奇

集
』
本
が
あ
る
。
宋
代
の
「類
論
』
に
略
引
す
る
が
、
そ
こ
で
は
杜
寳
の
『大
業
雜
記
』
と
の
混
淆
が
見
ら
れ
る
。

『
師
弟
答
問
集
』
第
二
〇
頁
云
、

〔増
田
間
云
〕
齣
頁

大
業
拾
邇
記
ノ
ト
コ
ロ
 
宇
文
化
及
將
謀
亂
、
因
請
放
官
奴
分
直
上
下
、
詔
許
之
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ー

「
是
有
焚
草
之
變
」
〔
分
直
上
下
〕
?

〔
上
下
〕
?

〔
是
〕
於
是
?

〔
焚
草
之
變
〕
?
 
 〔魯
迅
答
云
〕
宮
奴
ヲ
解
放
シ
テ
内
外

(
聾
上

下
)

ノ
番

(
11
直
)

二
分
配
シ
。

(
ツ
マ
リ
奴
隷

ヲ
門
衞
ト
シ
タ
コ
) 

宇
交
化
及
謀
亂
ノ
計
画
成
就
ノ
時
、

城
外

二
兵
ヲ
置
キ
城
内

ニ

モ
兵
卒
數
萬
人
集
メ
火
ヲ
擧
ゲ
テ
城
外
ノ
人
々
二
知
ラ
セ
タ
。

(
入
城
サ
セ
ル
爲
メ
)

煬
帝
其
聲
ヲ
聞
イ
テ
何
ノ
事
ダ
ト
問
ク
。
司
馬
虔

通

(宇
文
化
及
ノ
黨
羽
)
僞
リ
テ
日
ク

「
草
坊

(牧
草
ヲ
儲
蓄
ス
ル
庫
)
失
火
、

外
人

(宮
外
ノ
人
ー1
官
、

兵
、

民
)
救
火
、

故
喧
囂
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耳

。
」

帝

之

ヲ
信

ジ

テ
準

備

ナ

シ
、

途

二
殺

サ

レ
タ
。

(
「
隋

書

』

中

ノ
宇
交

化

及

傳

二
見

ユ
。
)
増
田
氏
が
こ
の
部
分
に

「
宇
文
化
及
の
謀
亂
し
た
と

 

き
、
城
外
に
兵
を
置
き
、
城
内
に
も
兵
卒
數
萬
人
集
め
、

火
を
擧
げ
て
城
外
の
者
に
會
圖
し
た
。

煬
帝
は
其
の
聲
を
聞
い
て
何
事
か
と
問
ふ
た
、
す
る
と
司
馬
虔
通

(宇
文
化

 

及
の
黨
)
が
僞

つ
て

「草
坊

(牧
草
を
儲
蓄
す
る
倉
庫
)
が
失
火
し
、
外
人

(宮
城
外
の
人
)
が
救
火
の
た
め
に
大
騒
ぎ
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。」
と
答
へ
た
。
帝
は
之
を
信

 

じ
て
何
の
準
備
も
な
し
に
遂
に
殺
さ
れ
た
。
「
隋
書
』
の
宇
文
化
及
傳
に
見
る
」
と
注
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
返
事
を
そ
の
ま
ま
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

12

所

引

『
大

業

拾

遺

記

」
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

δ
五
+
五

 

「
稗

邊

小

綴

」

の
述

べ

る

よ
う

に
明

鈔

「
設

郛
」

を

底

本

に
景

宋

本

『
百

川

學

海

」

を

參

校

し

た

と
し

か

言

い

よ
う

が
な

い
が

、

不

可
解

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 へ

 

な

點

が

一
、

二
あ

る

。

一
つ
は

「
帝

大

悦

」

の

「
帝

」

が

「
諡

郛

」
、
景

宋

本

『
百

川
學

海

」

と

も

に

「
上
」

で

あ

り
、

『
唐

宋

傳

奇

集
」

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
へ

 

も

そ

れ

に
從

う

こ
と

、

二

つ
は

「
時
虞

世

南

草

征

遼

指

揮

徳

音

敕

干

帝

側

」

の

「
時

」

下

に
各

本

「
詔

」

字

が

あ

る

こ
と

、

で
あ

る

。

後

 
者

は

單

純

な

睨

誤

か

も

し

れ

な

い
。

前

者

は

文

章

の
前

後

か

ら

そ

の
統

一
を

は

か

っ
た
か

と
も

考

え

ら

れ

る

が

、

『
史

略

』

の
通

例

で
は

 

そ

う

い
う

こ
と

を

し

な

い
。

こ

れ

も

か

れ

の
見

た

明

鈔

本

『
詮

郛

』

が

そ

う

作

っ
て

い
た

可

能

性

が

あ

る
。

他

に

「
詩

詞

未

終
」
、

「
百

川

 

 

 
 

 

 

 

ヘ 
 ヘ 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
ヘ 
 ヘ 
 へ

 
學

海

」

本

は

「
詩

詞
」

二
字

が

な

い
。

ま

た

「
麗

華
辭

以
抛

擲
歳

久
」

を

「
百

川

學

海
」

本

は

「
麗

華

白

後

主
辭

以
抛

擲

歳

久
」

と

三

字

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
ヘ  
へ

 
多

い
。

い
ず

れ

も

『
百

川
學

海

』

本

に
從

わ

な

か

っ
た

所

で

あ

る
。

そ

れ

に
鍬

し

て

「
腰

肢

依
拒

」

の

「
依

拒

」

二
字

は

明
鈔

『
詭
郛

』

 

 

 
 

 
ヘ 
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 

で

は
、

「
嚢

娜
二

に
作

る

。

な

お

「
帝

令

寶

兒

持

之

」

の

「
令

」

字

は
、

明

鈔

「
説

郛
』
、
景

宋
本

『
百

川
學

海

」

と

も

に

「
命

」

字

で

あ

 
り

、

鉛

印

本

『
大

略

」

も

、
『
史

略
』

初

版

、

合

訂

二
版

も

「
命
」

に
作

る

が

、

三

版

以

後

す

べ

て

「
令

」

に
作

る
。

こ

れ

は
舊

に
復

し

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

へ

 

て

「
命

」

に
作

る

べ
き

で

あ

る
。

但

し
同

じ

『
百

川
學

海

」

で
も

用
設

郛

刊

版

重

編

本

は

「
令

」

に
作

る
。

ま

た

「
爾

時

麗

華

最
恨

、
」

 

「
…

紫

亳

筆

、」

「
…
青

驢

駒

、
」

の
下

の
各

句

讀

點

は

五
七

年

版

全

集

が

『
唐

宋

傳

奇

集

」

に
據

っ
て
附

け

た

も

の

で
、

三

八
年

版

全

集

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

へ

 
ま

で

の
各

版

に

は
な

い
も

の

で
あ

る
。

舊

に
復

し

て

も
差

支

え

な

い

と
考

え

る
。

「
乃

徐

起

終

一
曲

」

の

「
終
」

字

、

二
版

誤

っ
て

睨

し

、

(15)



 

三
版
で
ま
た
補
わ
る
。

 

「
師
弟
答
問
集
』
第
二
〇
頁
云
、

〔
増
田
間
云
〕
〃
同
引
文
 
…
長
安
貢
御
車
女
袁
費
兒
、

…

〔御
車
女
〕
ト
シ
テ

窃
層
o
場
デ
ア
ッ
タ
ト

 

コ
ロ
ノ

≦
副
o
 

〔
魯
迅
答
云
〕
御
車
女
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ダ
ト
思

ッ
テ
貢
シ
タ
袁
寳
兒
。

實

ハ
臣
下
ノ
謙
遜

ノ
言
デ
、 
ア
ソ
バ
レ
ル
ハ

 
ヅ
デ
晶貝
シ
タ
モ
ノ

 

〔
増
田
問
云
〕
…
昔
伝
飛
燕
可
掌
上
舞
、
朕
常
謂
儒
生
飾
于
文
字
、
〔常
〕
夲
常

O
堀
嘗
?
 
 〔
魯
迅
答
云
〕
〔常
〕

睦
カ
ツ
テ

 

〔
増
田
問
云
〕
…
學
畫
鴉
黄
孚
未
成

〔鴉
黄
〕
額
黄
?

〔圖
あ
る
も
略
す
〕
 
〔魯
迅
答
云
〕
団
o
幹

 

〔
増
田
間
云
〕
m
頁
 
…
帝
昏
湎
滋
深
、
往
往
爲
妖
祟
所
惑
、
…
…
呉
公
宅
鶏
臺
、
…

〔
呉
公
宅
〕
地
名
?

〔鶏
臺

〕
地
名
?
 

〔魯
迅

 
不
答
〕

 

〔
檜
田
問
云
〕
…
倚
臨
春
閣
試
東
郭
娩
紫
奪
筆
書
小
研
紅
納
作
答
江
令

「璧
月
」
句
、
云
々
 
〔
小
〕
形
小
ナ
ル
?

 
〔魯
迅
答
云
〕
矯
⑦ρ

 

〔
増
田
又
問
云
〕
江
令
ト
ハ
江
ト
云
フ
ト

コ
ロ
ノ
長
官
ノ
意
デ
ス
カ
?
 
 〔魯
逖
注
長
宮
云
〕
唄
①
9
 
江

ハ
江
總
、
太
鼓
持
文
臣
ダ

 

〔
増
田
又
問
云
〕
…
韓
擒
虎
躍
青
驢
駒
擁
万
甲
直
來
衝
人
、
〔
万
甲
〕
万
兵
?
 
 〔魯
迅
答
云
〕
団
Φ
ρ
 

〔増
田
又
問
云
〕
…
後
主
問
帝
、

 

「
飆
鄲
矧
何
如
此
人
?
」
〔蕭
妃
〕
煬
帝
ノ
妃
デ

ス
カ
?

 
 〔魯
迅
答
云
〕
団
Φ
ρ

13
又
有

『
開
河
記
』
 
一
卷
、
以
至
清
楮
人
獲
又
増
改
以
爲

『隋
唐
演
義
』
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

一〇六
+
一

 
鉛
印
本

「大
略
」

は

「
明
羅
貫
中
…
」
以
下
を

「
復
演
爲
李
話

(「
隋
煬
帝
逸
游
召
譴
」、
見
「
醒
世
恒
言
」

二
十
四
)
、
播
之
民
間
、
而
羅

 
貫
中
則
撰
集
爲

『
隋
唐
演
義
」
。」
に
作
る
。
羅
貫
中
の

『
隋
唐
志
傳
」
は
い
ま
見
ら
れ
ず
、
羅
貫
中
撰
、
鐫
楊
升
庵
批
評
と
題
す
る

『
隋

 
唐
兩
朝
志
傳
」

が
傳
わ
る
の
み
で
あ
る
が
、
魯
迅
は
二
本
と
も
に
見
た
の
で
は
な
く
、
楮
人
穫
の

『
隋
唐
演
義
」

の
序
文
か
ら
類
推
し
た

 
と
い
う
こ
と
は
、
本
書
第
十
四
篇
の
記
述
に
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
新
版
全
集
が

「
自
識
運
盡
。」

で
句
點
を
附
け
る
が
、
こ
れ
は
鉛
印

(16)



本

「大
略
』
か
ら
六
版
ま
で
が

「
;
」
で
あ

っ
て
、
訂
正
版
で
は
じ
め
て

「
。
」

と
な

っ
た
。
「開
河
記
』
の
記
述

の
最
後
を

「
;
」
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ                                                   ぬ

す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
も
當
然

「
;
」
に
復
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

「楮
人
獲
」
も
三
八
年
版
全
集
以
前
の
よ
う
に

「
楮
人
穫
」
で
な
け
れ

ば

な
ら
な
い
。

『
唐
宋
傳
奇
集
」
「
稗
邊
小
綴
」
全
集
卷
+
云
、
「
煬
帝
開
河
記
」

從
原
本

「詭
郛
』
卷
四
十
四
録
出
。
「宋
史
」
藝
文
志
史
部
地
理
類
著
録

一
卷
、
注
云
不
知
作
者
。
清

『
四
庫
目
」
以
爲

「
詞
尤
鄙
僅
、
皆
近
于
委
巷
之
傳
奇
、
同
出
依
託
、
不
足
道
。」
按
唐
李
匡
乂

『資
暇
集
』

(
下
)
云
、
「
俗
怖
嬰
兒
日
 
"麻
胡
來
。"

不
知
其
源
者
、
以
爲
多
髯
之
神
而
験
刺
者
、

非
也
。

隋
將
軍
麻
砧
、
性
酷
虐
。
煬
帝
令
開
沐

河
、
威
稜
既
盛
、
至
稚
童
望
風
而
畏
、
互
相
恐
嚇
日

"麻
砧
來
。"

稚
童
語
不
正
、
轉
砧
爲
胡
。」
末
有
自
注
云
、
「麻
砧
廟
在
雎
陽
。
鄰

方
節
度
李
丕
即
其
後
。
丕
爲
重
建
碑
。」
然
則
叔
謀
虐
餤
、
且
有
其
實
、
此
篇
所
記
、

固
亦
得
之

口
耳
之
傳
、

非
蠱
臆
造
矣
。
惜
李
丕
所

立
碑
文
、
今
未
能
見
、
否
則
當
亦
有
足
資
參
證
者
。
至
冢
中
諸
異
、
乃
頗
似
本

『
西
京
雜
記
』
所
叙
廣
陵
王
劉
去
疾
發
冢
事
、
附
會
曼
衍

作
之
。

 
 

「
煬
帝
迷
樓
記
」
録
自
原
本

『
詭
郛
」
三
十
二
。
明
焦
鉱
作

「
國
史
經
籍
志
」
、
并

『
海
山
記
」
皆
著
録
、
蓋
嘗
單
行
。
清

『
四
庫

目
」
(
一
四
三
)
謂
「
亦
見

「
青
瑣
高
議
。」
…
…
竟
以
迷
樓
爲
在
長
安
、
乖
謬
殊
甚
。」

然

「
青
瑣
高
議
」

中
實
無
有
、

殆
紀
吻
等
之
誤

也
。
周
中
孚

(『鄭
堂
讀
書
記
』
)
更
推
闡
其
評
語
、
以
爲
後
稱

「
大
業
九
年
、

帝
幸
江
都
、

有
迷
樓
。」
而
末
又
云

「帝
幸
江
都
、
唐
帝

提
兵
號
令
入
京
、
見
迷
樓
、
大
驚
日
、 

"此
皆
民
膏
血
所
爲
也
。〃
乃
命
焚
之
。
經
月
、
火
不
滅
。」
則
竟
以
迷
樓
爲
在
長
安
、
等
諸
項
羽

之
焚
阿
房
、
乖
謬
殊
極
云
。

 
 

「
煬
帝
海
山
記
」
上
下
卷
、

出

「
青
瑣
高
議
」
後
集
卷
五
、

先
據
明
張
夢
錫
刻
本
録
、

而
校
以
董
氏
所
刻
士
禮
居
本
。

明
鈔
原
本

『
論
郛
」
三
十
二
卷
中
亦
有
節
本

一
卷
、
井
取
參
校
。

篇
題
下
原
有
小
注
、

上
卷
云

「
論
煬
帝
宮
中
花
木
」
、
下
卷

云

コ
記
煬
帝
後
苑
鳥

(17)



獣
」
、
皆
編
者
所
加
、
今
削
。
其
書
蓋
欲
侈
陳
煬
帝
奢
縢
之
迹
、
如
郭
氏

「洞
冥
』
、
蘇
鶚

『杜
陽
」
之
類
、
而
力
不
逮
。
中
有

「
望
江
南
」

調
八
関
、
清

『
四
庫
目
」
云
、
乃
李
徳
裕
所
創
、
段
安
節

『
樂
府
雜
録
」
述
其
縁
起
甚
詳
、
亦
不
得
先
于
大
業
中
有
之
。

 
 
右
四
篇
皆
爲

「
古
今
逸
史
」
所
收
。
後
三
篇
亦
見
于

『
古
今
論
海
」
、
不
題
撰
人
。
至

『
唐
人
諡
薈
」
、
乃
並
云
韓
渥
撰
。
致
堯
生
唐

末
、
先
則
顛
沛
危
朝
、
後
乃
流
離
南
裔
、
雖
賦
懿
詩
、

未
爲
稗
史
。

所
作
惟

『金
鑾
密
記
』
 
}
卷
、
詩
二
卷
、
『香
奩
集
」
 
一
卷
而
已
。

且
于
史
事
、
亦
不
至
荒
陋
如
是
。
此
蓋
特
里
巷
梢
知
文
字
者
所
爲
、

眞
所
謂
街
談
巷
議
、

然
得
馮
獪
龍
綴
以
入

『
晴
煬
銃
史
』
、
途
彌
復

紛
傳
干
世
。
至
今
世
俗
心
目
中
之
隋
煬
、
殊
獪
是
譌
游
西
苑
、
夜
止
迷
櫻
者
也
。

 
 
明
鈔
原
本

「詭
郛
」
 
一
百
卷
、
雖
多
睨
誤
、
而

「
迷
樓
記
」
實
佳
。
以
其
徇
存
俗
字
、
如

「珎
」
之
類
、
刻
本
則
大
率
改
爲

「
爾
」

或

「汝
」
矣
。
世
之
雅
人
、
憎
惡
口
語
、
毎
當
纂
録
校
刊
、
雖
故
書
雅
記
、
間
亦
施
以
改
定
、
俾
彌
盆
雅
正
。
宋
修

「唐
書
」
、
子
當
時
恆

言
、
亦
力
求
簡
古
、
往
往
大
減
神
情
、
甚
或
莫
明
本
意
。
然
此
獪
撰
述
也
。
重
刊
蕪
文
、
輒
亦
不
赦
、
即
就
本
集
所
牧
文
字
而
言
、
宋
本

『
資
治
通
鑑
考
異
」
所
引

「
上
清
傳
」
中
之

「
這
撩
奴
」
、
明
清
刻
本

『
太
李
廣
記
」

引
則
倶
作

「
老
潦
奴
」
矣
。
顧
氏
校
宋
本

「
周
秦

行
紀
」
中
之

「
屈
兩
箇
娘
子
」
及

「
不
宜
負
他
」
、
廣
記
引
則
作

「
屈
二
娘
子
」
及

「
不
宜
負
也
」
矣
。
無
端
自
定
爲
古
人
決
不
作
俗
書
、

挑
命
復
古
、
而
古
意
乃
寝
失
也
。 
「稗
邊
小
綴
」
の
記
述
の
う
ち
「右
四
篇
皆
爲

「古
今
逸
史
』
所
收
。
後
三
篇
亦
見
于

「古
今
説
海
ヒ

の
部
分
は
思
い
ち
が
い
で
、

「右
四
篇
皆
爲
「歴
代
小
史
』
所
收
。
後
三
篇
亦
見
于
「古
今
誂
海
』
及

「古
今
逸
史
ヒ

と
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
『隋
煬
艶
史
』
に
つ
い
て
孫
槽
第
は

「魯
迅
先

生
以
爲
馮
夢
龍
撰
、
未
知
何
據
。」
(「中
國
通
俗
小
読
書
目
』
四
三
頁
)
と
疑
問
を
呈
す
る
。
書
に
は
「齊
東
野
人
編
演
」
と
あ
る
だ
け
で
、
婿
東
野
人
が
馮
夢
龍
か
ど
う
か
は

不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
史
略
」

が

『
海
山
記
」
等
を
韓
惺
の
撰
と
す
る
の
は
明
人
が
妄
増
し
た
と
い
う
部
分
、
こ
れ
は

「
稗
邊
小
綴
」
の

い
う
よ
う
に

「唐
入

設
薈
」
に
至

っ
て
妄
増
さ
れ
た
と
正
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(18)



 

『
唐
宋
傳
奇
集
」
收
録
の
三
篇
の
テ
キ
ス
ト
は

「
稗
邊
小
綴
」
の
い
う
諸
本
の
う
ち
主
に
明
鈔

『
誂
郛
」

に
よ
る
も

の
で
、
「
歴
代
小
史
」

 

『
古
今
逸
史
」
『
古
今
説
海
」
『
五
朝
小
設
」
等
と
の
野
校
は
經
て
い
な
い
ら
し
い
。
必
要
と
せ
ず
と
認
め
た
の
で
あ

ろ
う
。

 

『
四
庫
提
要
」
卷
一
四
三
子
部
小
設
家
類
存
目
一
云
、
海
山
記

一
卷
迷
樓
記

一
卷
開
河
記

一
卷
江
蘇
巡
撫
採
進
本
。
三
書
並
載
明
呉
珀
古
今
逸
史
中
、

 
不
著
撰
人
名
氏
。
海
山
記
述
煬
帝
隋
西
苑
事
、
所
録
煬
帝
諸
歌
、
其
調
乃
唐
李
徳
裕
所
作
、
望
江
南
調
、
段
安
節
樂
府
雜
録
述
其
縁
起
甚

 
詳
。
大
業
中
安
有
是
體
。
考
劉
斧
青
瑣
高
議
後
集
、
載
有
此
記
、
分
上
下
二
篇
、
其
文
較
詳
。
蓋
宋
人
所
依
託
、
此
本
刪
併
爲

一
卷
、
盆

 
僞
中
之
僞
矣
。
迷
樓
記
亦
見
青
瑣
高
議
、
載
煬
帝
幸
江
都
、
唐
帝
入
京
見
迷
樓
云
云
、
竟
以
迷
樓
爲
在
長
安
、
乖
謬
殊
甚
。
開
河
記
述
麻

 
叔
謀
開
沐
河
事
、
詞
尤
鄙
俚
、
皆
近
於
委
巷
之
傳
奇
、
同
出
依
託
不
足
道
也
。

 
周
中
孚

『
鄭
堂
讀
書
記
」
卷
六
三
小
読
類
云
、
海
山
記

一
卷
。
迷
樓
記

一
卷
。
開
河
記

一
卷
。
設
郛
本
。
舊
題
唐
入
撰
、

不
著
名
氏
。
四
庫
全

 
書
存
目
、
宋
志
地
理
類
止
載
開
河
記
。
焦
氏
經
籍
志
止
載
海
山
迷
樓
二
記
。

按
海
山
記
凡

一
篇
、

皆
チ
隋
書
煬
帝
本
紀
之
外
、
按
年
別
記

 
軼

事
、
間
渉
怪
誕
、
尚
屬
諸
書
所
有
。
惟
所
録
煬
帝
湖
上
曲
望
江
南
八
闘
、
乃
李
交
饒
所
作
之
調
、
何
得
先
見
于
大
業
中
、
此
其
依
託
之

 
明
證
也
。
迷
樓
記
亦

一
篇
、
皆
記
煬
帝
沈
迷
女
色
之
事
。
後
稱
大
業
九
年
帝
再
幸
江
都
、
有
迷
樓
、
末
又
稱
帝
幸
江
都
、
唐
帝
提
兵
號
令

 
入
京
、
見
迷
樓
、
太
宗
日
、
此
皆
民
膏
血
所
爲
、
乃
命
焚
之
、
經
月
火
不
滅
。
是
竟
以
迷
樓
爲
在
長
安
、
等
諸
項
羽
之
焚
阿
房
、
何
乖
繆

 
至
干
此
極
耶
。
開
河
記
亦

一
篇
、
皆
記
麻
叔
謀
開
沐
河
事
。
所
述
更
屬
鄙
狸
不
經
、
昔
人
所
謂
委
巷
之
談
是
也
。
此
三
書
大
都
宋
人
之
不

 
學
者
爲
之
。
流
俗
習
于
所
聞
、
途
相
傳
不
廢
耳
。
読
海
歴
代
小
史
均
收
入
之
。

14
 
『
梅
妃
傳
』
 
一
卷
亦
無
撰
人
、
以
至
亦
明
人
妄
増
之
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
δ
六
⊥
ハ

 
鉛
印
本

「大
略
」
は
す
べ
て
「
史
略
」
に
同
じ
。
「
稗
邊
小
綴
」
で
は

「唐
人
詭
薈
」
が
唐
の
曹
鄰
撰
と
題
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は

『
史

 
略
」
の
方
が
む
し
ろ
正
確
で
、
明
鈔

『設
郛
』
涵
芬
樓
本
は
す
で
に
な
ぜ
か

「
唐
曹
鄰
撰
」

と
題
し
、
「
五
朝
小
詭
」
も
ま
た
同
様
で
あ
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る
。
魯
迅
が
見
た
明
鈔
本
に
は
撰
者
名
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『顧
氏
文
房
小
諡
』

は
確
か
に
撰
者
の
名
を
記

さ
な
い
。
し
か
し
い

ず
れ
に
せ
よ
南
宋
以
後
の
作
品
で
あ
る
こ
と
に
ち
が
い
は
な
く
、

「稗
邊
小
綴
」

が
述
べ
る
よ
う
に
、
製
作
年
代
は

『
史
略
』

の
記
述
よ

り
も
は
る
か
に
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

『
唐
宋
傳
奇
集
』
「
稗
邊
小
綴
し
全
集
卷
+
云
、
「
梅
妃
傳
」
出

『
説
郛
』

三
十
八
、

亦
見
于

『顧
氏
文
房
小
詭
』
、
取
以
相
校
、

「
詭
郛
』

爲
長
。
二
本
皆
不
云
何
人
作
、
『唐
人
論
薈
」
取
之
、
題
曹
鄲
者
、

妄
也
。

唐
宋
史
志
未
見
著
録
。
後
有
無
名
氏
跋

、
言

「得
於
萬
卷
朱

遒
度
家
、
大
中

二
年
七
月
所
書
」。
又
云

「
惟
葉
少
蘊
輿
予
得
之
」
。
案
朱
遒
度
好
讀
書
、
人
目
爲

「朱
萬
卷
」
。
子
昂
、
稱

「
小
萬
卷
」
、

由
周
入
宋
、
爲
衡
州
録
事
參
軍
、
累
仕
至
水
部
郎
中
。
景
徳
四
年
卒
、
年
八
十
三
。
「宋
史
」
(
四
三
九
)
文
苑
有
傳
。
少
蘊
則
葉
夢
得
之

字
、
夢
得
爲
紹
聖
四
年
進
士
、
高
宗
時
終
于
知
輻
州
、
是
南
北
宋
間
人
。
年
代
遠
不
相
及
、
何
從
同
得
朱
遒
度
家
書
。
蓋
井
跋
亦
僞
、
非

眞
識
石
林
者
之
所
作
也
。
今
即
次
之
宋
人
著
作
中
。
葉
少
蘊
の
傳
は
『宋
史
」
卷
四
四
五
に
見
え
る
。

「
梅
妃
慱
」
跋
云
、
漢
興
、
尊
春
秋
、
諸
儒
持
公
穀
角
勝
負
、
左
傳
獨
隱
而
不
宣
、
最
後
迺
出
。
蓋
古
書
歴
久
始
傳
者
極
衆
。
今
世
圖
畫

美
人
把
梅
者
、
號
梅
妃
、
泛
言
唐
明
皇
時
人
、
而
莫
詳
所
自
也
。
蓋
明
皇
失
邦
、
咎
歸
楊
氏
、
故
詞
人
喜
傳
之
。
梅
妃
特
嬪
御
檀
美
、
顯

晦

不
同
、
理
應
爾
也
。
此
傳
得
自
萬
卷
朱
遒
度
家
、
大
中

二
年
七
月
所
書
、
字
亦
媚
好
。
其
言
時
有
渉
俗
者
。
惜
乎
史
逸
其
諡
。
略
加
脩

潤
而
曲
循
舊
語
、
懼
没
其
實
也
。
惟
葉
少
蘊
與
余
得
之
、
後
世
之
傳
、
或
在
此
本
。
又
記
其
所
從
來
如
此
。
唐
宋
傳
奇
集
本
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
一
九
九
四

・
六

・
二
五
)
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